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（51）安永一天明期の吉田箆撤　一

　
吉
田
箆
撤
（
一
七
四
五
－
一
七
九
八
）
は
日
本
に
お
け
る
考
証

学
（
考
拠
学
）
の
提
唱
者
と
し
て
早
く
か
ら
位
置
付
け
ら
れ
て
き

た
学
者
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ
、
堤
壱
山
は
篁
轍
の
遺
著
『
近
聞
寓

筆
』
（
文
政
六
年
八
月
官
許
、
同
九
年
四
月
敏
刊
）
に
「
厳
」
（
文

政
九
年
四
月
七
日
成
）
を
寄
せ
て
、
「
篁
轍
先
生
首
唱
考
据
之
学
」

（
一
丁
オ
）
と
い
い
、
東
条
琴
台
も
ま
た
同
書
に
「
近
聞
寓
筆
蹴
」

（
文
政
九
年
四
月
成
）
を
寄
せ
て
、
「
家
世
業
医
。
至
箆
撤
始
為
儒
。

左
裡
漢
魏
伝
注
、
首
唱
考
拠
学
於
安
永
天
明
之
間
」
（
一
丁
ウ
）

と
い
い
、
角
田
九
華
は
『
続
近
世
叢
語
』
（
弘
化
二
年
十
二
月
刊
）

巻
之
八
に
篁
撤
の
逸
話
を
紹
介
し
、
そ
の
業
績
に
関
し
て
、
「
中

年
以
後
専
奉
古
註
疏
、
始
唱
考
拠
学
」
（
十
六
丁
オ
）
と
注
記
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
篁
轍
は
日
本
に
お
け
る
漢
籍
書
誌
学
の
開
拓
者
と
し
て

も
早
く
か
ら
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
。
た
と
え
ぱ
、
海
保
漁
村
は

日
本
最
初
の
漢
籍
貴
重
書
の
解
題
目
録
『
経
籍
訪
古
志
』
（
安
政

四
年
春
三
稿
清
書
成
、
光
緒
十
一
年
［
明
治
十
八
年
］
刊
）
に

「
経
籍
訪
古
志
序
」
（
安
政
三
年
六
月
成
）
を
寄
せ
て
、
「
我
朝
先

達
知
貴
古
本
者
、
蓋
以
篁
轍
学
生
為
首
唱
」
（
一
丁
ウ
）
と
い
い
、

琴
台
「
近
聞
寓
筆
敏
」
に
も
、
「
近
世
之
人
、
争
捜
索
珍
編
奇
冊
、

知
崇
奉
唐
宋
古
妙
影
本
者
、
実
篁
轍
為
之
晴
矢
云
。
」
（
二
丁
オ
）

と
述
べ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
注
目
す
べ
き
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
篁
撤
の
生
涯
は

い
ま
だ
十
分
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
出
自
と
吉
田
家
相

続
以
後
の
水
戸
藩
医
員
と
し
て
の
履
歴
は
か
つ
て
梅
谷
文
夫
本
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
）

名
誉
教
授
に
よ
．
う
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
は
じ
め
て
考
証
学
を

唱
え
た
と
い
う
い
わ
ぱ
生
涯
の
節
目
に
あ
た
る
安
永
・
天
明
期
の
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篁
撤
の
足
跡
に
関
し
て
は
、
弥
吉
光
長
氏
が
二
三
考
究
さ
れ
て

（
2
）

い
る
ほ
か
は
、
い
ま
だ
本
格
的
に
考
究
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
そ

こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
篁
轍
が
水
戸
藩
の
儒
者
立
原
翠
軒
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

宛
て
た
明
和
四
年
か
ら
天
明
四
年
ま
で
の
書
簡
六
十
五
通
を
集
成

し
た
『
交
峰
手
簡
』
を
主
な
資
料
と
し
て
、
こ
の
時
期
の
篁
撤
の

足
跡
の
解
明
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
ち
な
み
に
「
文
峰
」
は
篁

轍
の
別
号
で
あ
る
。
号
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
翠
軒
の
門
人
小
宮

山
楓
軒
が
『
懐
宝
日
札
』
に
、
「
吉
田
先
支
友
文
峰
と
申
、
如
何

成
事
・
か
不
承
候
へ
共
、
文
蘇
生
と
名
の
り
候
事
有
之
、
如
何
成
事

一
か
と
間
候
ヘ
バ
、
文
蘇
と
ハ
松
ノ
コ
ケ
の
事
、
お
も
し
ろ
き
文
字

ゆ
へ
付
候
と
中
候
べ
き
。
夫
よ
り
一
転
い
た
し
、
文
峰
と
中
候
ま

　
　
（
5
）

で
二
存
候
。
」
と
伝
え
て
い
る
。

『
文
峰
手
簡
』
の
諸
本
、

編
者

　
所
在
が
判
明
し
て
い
る
『
文
峰
手
簡
』
の
写
本
は
、
国
立
国
会

図
書
館
蔵
本
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
小
宮
山
楓
軒
叢
書
』
所
収
本
・

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
二
本
の
計
四
本
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
美

濃
判
袋
綴
三
冊
、
本
文
・
注
・
識
語
に
重
大
な
異
同
は
な
く
、
同

系
統
の
写
本
と
認
め
ら
れ
る
。

　
編
者
は
、
『
国
書
総
目
録
』
に
は
「
小
宮
山
楓
軒
（
昌
秀
）
」
と

記
載
し
て
い
る
が
、
現
存
す
る
い
ず
れ
の
写
本
も
編
者
の
名
を
記

載
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
写
本
に
も
存
し
て
い
る
第
一

冊
末
尾
の
識
語
、
「
文
政
元
年
十
一
月
二
十
九
日
写
畢
」
に
よ
れ

ば
、
『
文
峰
手
簡
』
の
成
立
は
、
書
簡
の
受
取
人
立
原
翠
軒
存
命

中
の
こ
と
で
あ
づ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
翠
軒
が
没
す
る
の
は

五
年
後
の
同
六
年
三
月
十
四
日
で
あ
る
。
第
二
冊
・
第
三
冊
に
は

識
語
は
な
い
が
、
第
一
冊
に
引
き
続
い
て
「
写
畢
」
た
と
す
れ
ば
、

遅
く
も
文
政
二
年
春
に
は
全
三
冊
が
成
立
し
た
は
ず
で
あ
る
。
問

題
は
「
写
畢
」
で
あ
る
。
現
存
す
る
写
本
が
す
ぺ
て
同
系
統
で
あ

る
と
す
る
と
、
「
写
畢
」
は
翠
軒
所
蔵
の
書
簡
原
本
か
ら
写
し
取

っ
た
意
で
、
現
存
す
る
諸
本
と
は
別
の
一
本
を
転
写
し
た
意
で
は

あ
る
ま
い
。
文
政
元
年
以
前
に
別
の
一
本
が
成
立
し
て
い
た
の
で

あ
れ
ぱ
、
本
文
は
と
も
・
か
く
、
注
や
識
語
に
異
同
の
あ
る
本
が
存

在
し
て
も
お
か
し
く
な
い
は
ず
で
あ
る
の
に
、
注
や
識
語
に
い
た

る
ま
で
同
文
の
本
し
か
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
『
文

峰
手
簡
』
の
成
立
が
翠
軒
存
命
中
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
他
人

は
翠
軒
の
許
諾
な
く
し
て
本
書
を
編
集
し
た
り
書
写
し
た
り
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
す
れ
ぱ
、
本
書
は
、
翠

軒
自
ら
編
集
・
書
写
し
た
か
、
門
人
に
命
じ
て
編
集
・
書
写
さ
せ

た
か
、
門
人
に
懇
望
さ
れ
て
編
集
・
書
写
す
。
る
こ
と
を
許
諾
し
た
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か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現

存
す
る
い
ず
れ
の
写
本
に
も
、
楓
軒
昌
秀
が
付
し
た
と
推
定
さ
れ

る
「
秀
按
」
で
は
じ
ま
る
注
が
八
ヶ
所
、
「
玄
按
」
で
は
じ
ま
る

注
が
二
ヶ
所
、
「
菊
池
伯
斐
日
」
で
は
じ
ま
る
注
が
一
ヶ
所
、
「
昌

山
」
の
署
名
が
あ
る
注
が
一
ヶ
所
、
計
十
二
ヶ
所
に
同
文
の
注
が

存
し
て
い
る
。
そ
の
十
二
ヶ
所
の
注
の
う
ち
、
「
秀
按
」
で
は
じ

ま
る
注
の
一
つ
が
、
第
二
冊
所
収
の
十
三
日
付
の
書
簡
と
十
一
月

二
日
付
の
書
簡
と
の
間
、
つ
ま
り
本
文
中
に
割
り
書
き
さ
れ
て
い

る
の
は
、
あ
る
い
は
編
者
が
楓
軒
で
あ
る
こ
と
を
特
定
す
る
手
が

か
り
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
注
「
秀
按
二
、
義
公
行

実
ア
リ
。
コ
レ
ニ
モ
レ
タ
ル
ヲ
西
山
遺
事
ト
云
フ
。
ー
コ
レ
ニ
擬

シ
テ
桃
源
遺
事
ヲ
作
リ
シ
也
」
（
七
丁
ウ
）
は
、
十
三
日
付
の
杳

簡
の
末
段
で
、
篁
轍
が
『
桃
源
遺
事
』
の
書
名
の
由
来
を
翠
軒
に

尋
ね
て
い
る
の
を
読
ん
で
、
書
写
者
が
白
分
の
知
る
と
こ
ろ
を
書

写
の
つ
い
で
に
書
き
記
し
た
も
の
の
よ
う
に
み
え
る
か
ら
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
写
本
も
、
書
簡
と
書
簡
の
問
を
空
行
と
し
て
区
切
り
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
せ
ず
、
い
わ
ゆ
る
べ
た
に
書
写
し
て
い
る
の

で
、
後
か
ら
本
文
の
問
に
注
を
書
き
加
え
た
と
は
推
定
し
に
く
い

の
で
あ
る
。
こ
の
注
が
、
書
写
の
つ
い
で
に
善
写
者
が
本
文
の
問

に
書
き
加
え
た
も
の
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
を
書
き
加
え
た
書
写
者

は
「
秀
」
す
な
わ
ち
楓
軒
昌
秀
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
第

二
冊
所
収
の
正
月
十
六
日
付
の
書
簡
の
頭
注
「
菊
池
伯
斐
日
、
風

外
ノ
事
ハ
月
披
ノ
集
ニ
ア
ル
ヨ
シ
、
翠
軒
先
生
云
ヘ
リ
」
（
三
十

七
丁
オ
）
は
、
『
文
峰
手
簡
』
が
翠
軒
白
ら
編
集
・
書
写
し
た
も

の
で
あ
る
な
ら
、
書
き
入
れ
ら
れ
る
は
ず
の
な
い
注
か
と
思
う
。

現
存
す
る
諸
本
の
祖
本
と
認
定
し
う
る
本
は
存
在
し
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
の
注
は
本
書
が
翠
軒
自
ら
編
集
・
書
写
し
た

も
の
で
な
い
こ
と
を
示
す
証
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
『
国
書
総
目
録
』
が
『
文
峰
手
簡
』
の
編
者
を
楓
軒
と
す

る
根
拠
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
楓
軒
が
翠
軒
の
門
人
で
あ
る
こ

と
と
、
楓
軒
の
自
筆
本
・
自
筆
書
き
入
れ
本
を
集
成
し
た
『
小
宮

山
楓
軒
叢
書
』
中
に
『
文
峰
手
簡
』
の
一
本
が
収
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
と
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ぱ
、
編
者
が
楓
軒
で
あ
る
可
能
性

は
高
い
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
『
小
宮
山
楓
軒
叢
書
』
所
収
本
が
楓
軒
の
架
蔵
本
で
あ
る
と
す

る
と
、
別
に
翠
軒
架
蔵
本
が
存
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
は
ず

で
あ
る
。
翠
軒
の
命
を
受
け
て
楓
軒
が
編
集
し
た
の
で
あ
れ
ば
当

然
の
こ
と
、
楓
軒
が
翠
軒
に
懇
望
し
て
所
蔵
の
書
簡
を
借
り
受
け
、

編
集
・
書
写
し
た
も
の
で
あ
う
た
と
し
て
も
、
師
で
あ
り
、
書
簡

の
所
蔵
者
で
も
あ
る
翠
軒
に
対
し
、
一
本
を
献
呈
す
る
の
が
礼
儀
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で
あ
ろ
う
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
本
は
誤

字
が
目
立
つ
の
で
後
人
の
転
写
本
と
考
え
る
が
、
国
立
国
会
図
書

館
蔵
本
は
、
あ
る
い
は
翠
軒
架
蔵
本
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

『
交
峰
手
簡
』
と
前
後
し
て
成
立
し
た
は
ず
の
『
蒙
斎
手
簡
』
『
柴

野
栗
山
手
簡
』
『
諸
家
手
簡
』
が
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
小
宮
山
楓
軒

叢
書
』
申
と
、
国
立
国
会
図
書
館
と
に
揃
っ
て
所
蔵
さ
れ
て
お
り

国
立
国
会
図
書
館
に
は
小
宮
山
家
か
ら
寄
贈
ぞ
れ
た
楓
軒
旧
蔵
書

『
小
宮
山
叢
書
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
に
、
右
の
四
書
は
そ
れ

と
は
別
に
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
翠
軒
架
蔵
本
の
可
能
性
が

あ
る
か
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
が
、
い
ま
だ
確
か
な
手
が
か
り
を

見
出
す
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
な
お
、
本
文
・
注
な
ど
に
重
大
な
異
同
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、

閲
覧
の
便
宜
を
考
え
、
本
稿
に
お
い
て
は
引
用
記
事
の
出
処
は
国

立
国
会
図
書
館
蔵
本
の
丁
数
を
も
っ
て
示
す
こ
と
に
し
た
。

二
　
小
普
請
組
降
格
の
理
曲

　
『
文
峰
手
簡
』
第
一
冊
所
収
の
「
安
永
六
年
」
の
注
記
が
ほ
ど

こ
さ
れ
た
二
月
十
一
日
付
の
書
簡
に
、
篁
轍
が
「
弟
、
至
去
冬
、

謹
責
言
行
不
検
。
疎
狂
任
性
、
加
以
好
与
人
争
。
皆
所
自
取
、
一

如
老
兄
所
言
。
復
何
多
言
。
窮
困
自
為
累
、
及
友
朋
。
対
書
搬

然
。
L
（
三
丁
ウ
）
と
報
じ
て
い
る
の
は
、
『
水
府
系
纂
』
に
い
う

「
安
永
五
年
丙
申
十
二
月
二
十
四
日
、
行
跡
不
宜
ヲ
以
テ
、
扶
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ヲ
召
上
ラ
レ
、
三
人
扶
持
ヲ
賜
テ
小
普
請
組
。
」
す
な
わ
ち
水
戸

藩
表
医
師
か
ら
小
普
請
組
に
降
格
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
の
釈
明

で
あ
ろ
う
。
事
件
の
真
相
は
い
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、

篁
撤
が
「
言
行
不
検
」
と
い
い
、
「
疎
狂
任
性
、
加
以
好
与
人

争
。
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
推
察
す
る
に
、
上
司
に
対
し
て
日
頃

不
遜
な
態
度
を
と
り
、
時
に
反
抗
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
篁
轍
が
上
司
に
対
し
て
反
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
、

同
書
簡
に
、
「
在
昔
先
侯
之
世
、
愛
才
育
士
、
広
大
方
酒
、
左
右

近
侍
之
人
、
名
一
能
精
一
技
、
無
不
見
収
。
当
今
之
時
、
上
既
精

明
謹
慎
、
而
左
右
之
人
、
皆
自
街
売
名
之
徒
。
弟
、
傲
然
、
以
疎

率
処
其
間
。
勢
已
不
容
。
」
（
三
丁
ウ
）
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
推
察

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
皆
自
街
売
名
之
徒
」
と
上
司
を
さ
げ
す

み
、
「
傲
然
、
以
疎
率
処
其
問
」
と
上
司
を
見
下
し
、
勤
務
に
あ

た
っ
て
は
、
気
が
利
か
ぬ
ふ
り
を
し
て
上
司
の
意
向
に
そ
わ
ぬ
行

動
を
し
て
い
た
よ
う
に
読
め
る
か
ら
で
あ
る
。

　
篁
轍
は
、
あ
る
い
は
藩
の
処
遇
が
薄
い
こ
と
に
日
頃
不
満
の
念

を
抱
い
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
上
総
大
田
喜
藩
主
松
平
備

前
守
正
貞
の
家
臣
藤
井
沢
衛
門
の
子
に
生
ま
れ
た
篁
轍
は
、
宝
暦
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八
年
四
月
二
十
三
日
、
十
四
歳
で
水
戸
藩
御
側
医
両
吉
閏
慎
斎
篤

親
の
養
子
に
迎
え
ら
れ
た
が
、
同
年
十
二
月
二
十
七
日
、
養
父
篤

親
が
他
界
し
た
あ
と
、
篤
親
が
受
け
て
き
た
禄
百
石
の
相
続
が
認

め
ら
れ
ず
、
翌
九
年
二
月
十
九
日
、
五
人
挟
持
を
支
給
さ
れ
て
小

普
請
組
に
配
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
幼
年
で
家
業
未
熟
で
あ

っ
た
た
め
に
、
本
禄
の
相
続
は
預
け
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

養
父
篤
親
が
、
享
保
十
年
九
月
二
十
二
日
、
九
歳
で
父
慎
斎
諏
言

を
亡
く
し
た
と
き
、
調
言
の
本
禄
二
百
石
の
う
ち
百
石
の
相
統
が

認
め
ら
れ
、
医
師
並
み
の
身
分
が
あ
た
え
ら
れ
た
こ
と
と
比
較
す

る
な
ら
、
明
ら
か
に
冷
遇
で
あ
る
。
ま
た
、
箆
撤
が
二
人
扶
持
を

加
俸
さ
れ
て
表
医
師
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
明
和
四
年
十
二
月
二
十

五
目
、
二
十
三
歳
の
と
き
で
、
さ
ら
に
三
人
挟
持
を
加
俸
さ
れ
て

計
十
人
扶
持
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
同
八
年
十
二
月
二
十

五
日
、
二
十
七
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。
篁
轍
は
養
父
篤
親
が
受
け

た
禄
百
石
の
相
続
を
遂
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
養
父

篤
親
が
享
保
十
八
年
十
二
月
二
十
五
日
、
十
七
歳
で
医
師
に
任
ぜ

ら
れ
、
延
享
四
年
六
月
二
十
三
日
、
三
十
二
歳
で
御
側
医
列
、
宝

暦
二
年
四
月
二
十
六
日
、
三
十
七
歳
で
御
側
医
に
任
ぜ
ら
れ
て
い

る
こ
と
と
比
較
す
る
な
ら
、
そ
の
後
の
篁
撤
も
冷
遇
さ
れ
て
い
た

と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
藩
内
の
人
脈
を
利
用
し
、
如
才
な
く
た

ち
ま
わ
る
者
が
出
世
し
て
い
く
の
を
見
て
、
箆
轍
が
不
満
を
募
ら

せ
た
の
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。

　
箆
撤
は
ま
た
、
「
任
情
極
言
、
動
陵
努
人
、
増
妬
日
加
。
故
衆

小
之
待
吾
敗
者
接
踵
。
弟
、
已
見
此
機
、
去
秋
将
上
謝
病
之
疏
、

却
為
諸
人
抑
留
、
因
循
至
今
。
」
（
四
丁
オ
）
と
も
報
じ
て
い
る
。

藩
内
で
孤
立
し
、
事
件
を
起
こ
す
前
に
は
病
を
理
由
に
辞
職
願
を

提
出
し
よ
う
と
し
て
、
周
囲
の
人
に
抑
留
さ
れ
、
因
循
、
今
日
に

至
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
疎
狂
任
性
、
加
以
好
与
人
争
。
」
と

い
う
性
格
と
処
遇
に
対
す
る
不
満
か
ら
、
事
件
は
起
こ
る
べ
く
し

て
起
こ
っ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
三
　
水
戸
藩
除
籍
の
理
由

　
篁
轍
が
水
戸
藩
か
ら
除
籍
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
東
条
琴

台
『
先
哲
叢
談
続
編
』
（
明
治
十
七
年
一
月
刊
）
巻
之
十
二
に
、

「
明
和
中
擢
為
侍
医
。
嘗
於
当
直
日
、
私
出
官
署
、
時
数
訪
近
街

病
者
。
府
僚
有
司
難
間
知
之
、
為
不
認
知
、
而
不
敢
詰
問
。
蓋
以

其
精
於
方
伎
、
請
治
者
頗
多
案
。
会
有
後
宮
病
急
症
者
。
俄
召
当

直
侍
医
。
箆
撤
又
私
出
不
在
。
諸
曹
各
回
護
之
、
不
能
密
掩
。
執

法
憲
吏
以
事
状
聞
。
寛
受
呵
責
、
依
此
罪
科
没
収
禄
籍
、
放
逐
都

外
。
」
（
二
丁
オ
）
と
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
篁
撤
が
除
籍
さ
れ
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た
の
は
、
既
述
し
た
小
普
講
組
降
格
の
三
年
後
、
安
永
八
年
六
月

二
十
九
日
の
こ
と
で
あ
る
。
小
普
請
組
に
降
格
し
た
と
い
う
こ
と

は
非
役
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
当
直
を
命
ぜ
ら
れ

る
は
ず
は
な
い
し
、
ま
し
て
「
後
宮
」
の
患
者
を
診
療
す
る
こ
と

な
ど
、
あ
り
得
よ
う
は
ず
が
な
い
。
ま
た
擢
ん
で
ら
れ
て
侍
医
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

あ
げ
ら
れ
た
事
実
も
な
い
。
翠
軒
の
篁
撤
に
宛
て
た
書
簡
が
伝
え

ら
れ
て
い
れ
ぱ
、
事
件
に
つ
い
て
か
な
り
の
こ
と
が
判
明
す
る
は

ず
で
あ
る
が
、
散
侠
し
た
ら
し
く
、
存
否
は
明
ら
か
で
な
い
し
、

箆
轍
の
知
友
ら
は
、
何
故
か
口
を
閉
ざ
し
て
こ
の
事
件
を
語
る
こ

と
を
避
け
て
い
る
の
で
、
真
相
の
解
明
は
不
可
能
か
と
思
わ
れ
て

き
た
の
で
あ
る
が
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
楓
軒
自
筆
稿
本
『
楓
軒

紀
談
』
第
十
五
冊
に
、
翠
軒
か
ら
の
伝
聞
と
推
測
す
る
が
、
目
付

方
と
喧
嘩
し
、
瑚
弄
し
た
た
め
に
除
籍
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
記

事
が
載
せ
て
あ
る
め
を
見
出
し
た
。
「
佐
々
木
坦
蔵
資
坦
、
又
漢

官
ト
モ
云
フ
。
初
ハ
医
ヲ
業
ト
シ
、
吉
田
林
安
ト
云
。
才
子
ナ
リ
。

生
所
ヲ
云
ハ
ヌ
人
ナ
リ
。
学
二
師
承
ナ
シ
。
翠
軒
ト
友
ト
シ
善
シ
。

其
大
内
熊
耳
二
入
門
セ
ル
ヲ
笑
ヘ
リ
。
唯
、
金
森
要
助
［
著
東
里

－
新
談
人
］
二
推
服
セ
リ
。
為
人
豪
遭
ニ
シ
テ
、
礼
法
ヲ
勤
メ
ズ
、

目
附
方
ノ
人
ナ
ド
㌧
取
合
、
潮
弄
セ
ル
コ
ト
ア
リ
テ
暇
ニ
ナ
リ
、

其
中
、
江
戸
ニ
ア
ル
ニ
吉
田
ヲ
避
ケ
テ
佐
々
木
ヲ
称
セ
リ
。
号
箆

轍
、
又
文
峰
ト
モ
号
セ
リ
。
L
（
二
十
一
丁
オ
）
と
い
う
記
事
が
あ

る
。
伝
聞
で
あ
る
か
ら
、
記
述
内
容
は
具
体
性
に
欠
け
て
い
て
、

こ
れ
を
も
．
っ
て
た
だ
ち
に
真
相
が
解
明
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
に
は

い
く
ま
い
が
、
既
述
の
小
普
請
組
降
格
の
理
由
「
言
行
不
検
」
や
、

篁
轍
の
釈
明
「
疎
狂
任
性
、
加
以
好
与
人
争
。
」
を
想
起
す
る
な

ら
、
そ
の
後
杢
言
行
を
慎
も
う
と
は
し
な
か
づ
た
篁
轍
が
、
目
付

方
と
派
手
な
喧
嘩
を
し
、
こ
れ
を
侮
辱
し
た
と
い
う
の
は
大
い
に

有
り
得
る
こ
と
と
考
え
る
。
．
目
付
方
は
藩
士
を
監
察
す
る
役
で
あ

る
か
ら
、
こ
れ
と
喧
嘩
し
た
と
す
れ
ば
、
藩
の
方
針
を
批
判
す
る

よ
う
な
言
を
篁
轍
が
口
に
し
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
も
し
藩

の
方
針
を
潮
弄
・
誹
謡
す
る
よ
う
な
言
を
璽
轍
が
口
に
し
た
と
す

れ
ば
、
容
赦
し
が
た
い
こ
と
で
あ
る
と
し
て
除
籍
・
追
放
に
処
す

べ
し
と
い
う
議
論
が
藩
庁
の
大
勢
を
占
め
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想

像
に
か
た
く
な
い
。
傍
証
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
以
上
の

よ
う
に
考
え
る
な
ら
、
楓
軒
が
伝
え
る
と
こ
ろ
は
、
こ
の
事
件
の

真
相
解
明
の
有
カ
な
手
が
・
か
り
と
し
て
重
視
し
て
も
よ
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

四
　
水
戸
藩
除
籍
後
の
箆
轍
の
層
所

弥
吉
氏
は
、
篁
撤
が
禄
籍
を
没
収
さ
れ
、

都
外
に
放
逐
さ
れ
た
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あ
と
、
「
直
ち
に
京
阪
に
上
り
歴
訪
し
」
た
と
説
い
て
お
ら
れ
一
砧

が
、
事
実
は
武
州
熊
谷
宿
に
移
住
し
た
の
で
あ
る
。
『
文
峰
手
簡
』

第
一
冊
所
収
の
三
月
十
三
目
付
の
書
簡
に
、
篁
轍
白
ら
、
「
僕
、

蒙
謹
已
来
、
屠
武
之
熊
谷
駅
、
依
旧
鶴
薬
売
文
、
以
度
日
。
」
（
十

八
丁
ウ
）
と
報
じ
て
い
る
。
「
蒙
謹
已
来
」
と
は
、
『
水
府
系
纂
』

に
い
う
「
（
安
永
）
八
年
己
亥
六
月
二
十
九
日
、
不
行
跡
二
依
テ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

江
戸
．
水
戸
禁
鋼
セ
ラ
レ
、
暇
ヲ
賜
フ
」
、
す
な
わ
ち
江
戸
・
水

戸
構
い
に
処
せ
ら
れ
、
除
籍
と
な
っ
て
以
来
の
意
で
あ
る
こ
と
・

異
論
の
余
地
は
あ
る
ま
い
。

　
本
書
簡
の
目
付
に
は
発
信
年
の
注
記
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
な
い

が
、
天
明
二
年
に
し
た
た
め
ら
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
。
そ
の
わ

け
は
「
天
明
二
」
の
注
記
が
ほ
ゼ
こ
さ
れ
た
二
月
十
一
日
付
の
書

簡
の
あ
と
三
通
目
に
本
書
簡
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

「
去
月
中
句
拙
婦
平
産
、
一
男
を
挙
し
申
候
」
（
二
十
丁
ウ
）
と
男

唐
臣
の
出
生
を
報
じ
た
三
月
二
十
五
日
付
の
書
簡
の
直
前
に
本
書

簡
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
『
先
哲
叢
談
続
編
』
巻
之
十
二
に
、

唐
臣
の
享
年
を
「
享
和
三
年
春
病
麻
疹
没
。
歳
僅
二
十
二
」
（
五

丁
オ
）
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
逆
算
す
れ
ぱ
、
出
生
は
天
明
二
年
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
『
文
峰
手
簡
』
が
ほ
ぼ
年
次
を
追
っ
て
編
集

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
わ
せ
考
え
れ
ぱ
、
三
月
十
三
日
付
の
書
簡

　
も
ま
た
天
明
二
年
に
発
信
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
き
わ
め

　
て
高
い
と
判
断
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
篁
撤
■
は
ま
た
、
前
の
引
用
に
続
け
て
、
「
僕
以
去
月
朝
廷
忌
辰
、

托
東
叡
子
院
僧
、
依
例
上
解
赦
疏
、
猶
以
年
浅
未
得
報
」
（
十
八

　
丁
ウ
）
と
報
じ
て
い
る
。
既
述
の
「
天
明
二
」
の
注
記
が
ほ
ど
こ

　
さ
れ
て
い
る
二
月
十
一
日
付
の
書
簡
の
あ
と
に
、
十
一
日
付
の
書

簡
が
収
録
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
二
月
十
一
目
付
の
書
簡
の
追
而

書
き
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
篁
轍
が
「
当
廿
日

。
良
公
様
十
七
回
御
忌
二
付
、
此
節
、
僕
願
、
別
而
可
然
候
よ
し
二

て
、
吉
村
道
寿
申
越
候
附
、
両
三
日
已
前
、
吉
祥
院
へ
参
、
委
細

掛
合
、
承
知
二
て
御
さ
候
。
被
仰
下
候
趣
も
在
之
侯
二
付
、
妾
御

し
ら
せ
申
候
。
」
（
士
二
丁
ウ
）
と
報
じ
て
い
る
「
良
公
様
十
七
回

御
忌
」
が
三
月
十
三
日
付
の
書
簡
に
い
う
「
去
月
朝
延
忌
辰
」
で

あ
ろ
う
。
良
公
は
水
戸
徳
川
家
五
世
宗
翰
で
あ
る
。
宗
翰
は
明
和

三
年
二
月
二
十
日
に
没
し
て
い
る
の
で
、
十
七
回
忌
は
天
明
二
年

二
月
二
十
日
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
吉
村
道
寿
の
助
言
「
此
節
、

僕
願
、
別
而
可
然
候
」
は
、
良
公
十
七
回
忌
に
際
し
て
、
恩
赦
が

期
待
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
江
戸
・
水
戸
構
い
宥
免
の
願

書
を
、
し
か
る
べ
き
人
を
通
し
て
藩
の
重
役
に
差
し
出
し
て
み
る

よ
う
に
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
吉
村
道
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寿
の
素
姓
は
判
明
し
て
い
な
い
。
十
一
目
付
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、

篁
轍
は
、
遺
寿
の
助
言
に
従
い
、
「
両
三
日
以
前
」
す
な
わ
ち
二

月
八
目
か
九
日
に
吉
祥
院
に
出
向
い
て
院
主
に
か
け
あ
い
、
承
知

さ
せ
た
と
い
う
。
恐
ら
く
、
吉
祥
院
の
院
主
も
ま
た
、
他
寺
の
僧

侶
と
と
も
に
、
良
公
十
七
回
忌
の
法
要
を
勤
め
る
，
一
と
に
な
つ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
法
要
を
勤
め
る
と
す
れ
ば
、
藩
の
重
役
に
接

触
す
る
機
会
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
篁
轍
は
、
機
会
が
あ
れ
ば
願

書
を
手
渡
し
、
よ
し
な
に
口
添
え
し
て
く
れ
る
よ
う
か
け
あ
い
、

承
知
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
篁
撤
は
翌
天
明

三
年
六
月
下
句
、
浅
草
寺
の
子
院
吉
祥
院
の
門
前
に
売
家
を
買
つ

て
熊
谷
宿
か
ら
移
居
し
て
い
る
。
十
一
日
付
の
書
簡
に
い
う
「
吉

祥
院
」
は
浅
草
寺
の
子
院
吉
祥
院
と
し
て
ま
ず
ま
ち
が
い
あ
る
ま

い
。
浅
草
寺
は
い
う
ま
で
も
な
く
東
叡
山
寛
永
寺
に
属
す
る
寺
で

あ
る
。
と
す
れ
ば
、
三
月
十
三
日
付
の
書
簡
に
い
う
「
東
叡
子

院
」
は
吉
祥
院
の
こ
と
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
同
書
簡
に

「
依
例
上
解
赦
疏
、
猶
以
年
浅
未
得
報
。
」
と
い
う
の
は
、
願
書
を

藩
の
重
役
に
手
渡
す
こ
と
に
は
成
功
し
た
が
、
年
浅
い
と
い
う
理

由
で
、
こ
の
た
び
も
却
下
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
良
公
十
七
回
忌
の
天
明
二
年
二
月
は
篁
轍
が
江

戸
・
水
戸
構
い
に
処
せ
ら
れ
た
安
永
八
年
六
月
か
ら
数
え
て
二
年

八
ヶ
月
、
水
戸
藩
庁
が
恩
赦
を
行
う
に
は
年
浅
い
と
判
断
し
た
と

い
う
こ
と
と
矛
盾
す
る
と
は
い
え
ま
い
。
十
一
目
付
の
書
簡
と
の

関
連
を
以
上
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
三
月
．

十
三
日
付
の
書
簡
は
天
明
二
年
の
発
信
と
し
て
ま
ず
ま
ち
が
い
あ

る
ま
い
。

　
興
味
深
い
の
は
こ
の
年
、
篁
轍
が
禁
を
お
か
し
て
ニ
ケ
月
近
く

江
戸
に
滞
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
書
簡
の
冒
頭
に
、
篁
轍

は
・
「
三
月
十
三
日
真
竜
師
至
、
井
兄
手
書
至
領
。
審
近
況
委
曲
、

如
同
対
面
深
慰
遠
企
。
僕
、
以
正
月
之
末
来
寓
於
都
下
、
延
留
至

今
。
得
接
師
干
此
幸
之
幸
也
。
」
（
十
八
丁
ウ
）
と
報
じ
て
い
る
。

真
竜
は
、
楓
軒
の
『
懐
宝
入
札
』
に
、
「
木
内
玄
節
日
、
僧
真
竜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

少
年
ノ
ト
キ
・
上
京
シ
テ
東
涯
ノ
門
二
入
リ
、
ヌ
云
・
」
と
い
う
真

竜
と
同
一
人
物
と
す
れ
ぱ
、
水
戸
の
僧
で
あ
ろ
う
が
、
素
性
を
明

ら
か
に
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
篁
轍
が
天
明

二
年
正
月
末
に
出
府
し
、
寄
寓
先
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
同
書
簡

が
し
た
た
め
ら
れ
た
三
月
十
三
日
ま
で
延
留
し
た
こ
と
が
判
明
す

る
。
ま
た
、
同
書
簡
の
末
尾
に
、
「
僕
、
数
日
之
間
、
還
去
熊
谷

僑
居
」
（
二
十
丁
オ
）
と
報
じ
て
い
る
の
で
、
三
月
中
句
中
に
熊

谷
に
も
ど
る
つ
も
り
で
い
た
こ
と
も
判
明
す
る
。
出
府
の
最
も
大

き
な
理
由
は
、
寛
永
寺
の
子
院
の
僧
に
依
託
し
て
江
戸
．
水
戸
構
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い
宥
免
の
願
書
を
水
戸
藩
庁
に
提
出
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
二
ヶ
月
近
く
江
戸
に
滞
在
し
た
の
は
大

胆
な
行
動
で
あ
る
。

　
　
　
五
　
浅
草
移
住
の
事
情
と
時
期

　
箆
轍
が
熊
谷
宿
に
居
住
し
た
の
は
、
翌
天
明
三
年
六
月
下
句
ま

で
で
、
同
下
旬
中
、
浅
草
寺
の
子
院
吉
祥
院
門
前
の
売
家
を
買
っ

て
移
住
し
て
い
る
。
熊
谷
の
居
宅
が
水
害
に
あ
い
、
損
壊
し
た
か

ら
で
あ
る
。
第
一
冊
所
収
の
七
月
十
二
日
付
の
書
簡
に
篁
轍
は
次

の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。
「
拙
家
大
小
無
善
罷
在
候
。
乍
去
六
月

十
六
目
夜
よ
り
雨
に
て
、
十
七
日
二
至
り
終
夜
大
雨
、
十
八
日
朝

漸
雨
止
候
処
、
又
十
八
日
夜
雨
ふ
り
候
而
、
同
十
九
日
昼
前
よ
り
、

荒
川
涯
溢
。
［
浅
草
川
ノ
源
、
／
秩
父
よ
り
来
ル
U
　
其
日
暮
時
頃
、

拙
宅
ノ
前
後
平
地
、
水
九
尺
二
超
へ
申
候
。
拙
家
地
形
高
く
、
其

上
沐
も
高
く
候
二
、
抹
上
水
一
尺
三
四
寸
二
及
申
候
。
家
累
と
も

昼
之
内
悉
く
知
音
の
者
方
へ
遣
、
家
具
書
冊
な
と
梁
上
へ
上
ケ
申

候
而
、
水
二
浸
し
候
ニ
ハ
及
不
申
候
。
壁
な
と
悉
く
損
壊
、
其
上

汚
腐
ノ
悪
水
二
て
殊
之
外
よ
こ
れ
申
候
事
故
、
早
速
ハ
住
居
も
難

敷
、
其
上
年
来
移
居
之
心
懸
も
在
之
候
故
、
此
節
と
存
候
而
承
合

候
処
、
浅
草
竹
門
二
て
、
や
は
り
浅
草
寺
ノ
子
院
二
て
御
さ
候
吉

祥
院
と
申
す
寺
内
二
売
家
在
之
候
故
、
早
々
及
相
談
買
取
、
先
月

下
旬
移
居
仕
候
。
閑
成
所
二
て
少
ノ
楼
も
在
之
、
先
書
峡
を
展
候

二
便
ナ
ル
所
二
て
喜
申
候
。
今
程
無
異
罷
在
候
。
扱
旧
居
を
も
望

候
者
早
速
在
之
、
売
遣
候
。
劣
埼
明
中
候
事
二
御
さ
候
。
先
御
知

ら
せ
申
候
。
L
（
三
十
五
丁
ウ
）

　
荒
川
は
た
び
た
び
涯
濫
し
て
い
る
が
、
本
書
簡
に
報
ず
る
涯
濫

は
天
明
三
年
の
涯
濫
で
あ
ろ
う
。
『
泰
平
年
表
』
に
「
同
（
天
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

三
年
）
六
月
十
七
日
関
東
及
諸
国
洪
水
。
」
と
い
い
、
斎
藤
月
峯

『
武
江
年
表
』
（
嘉
永
二
年
十
月
－
三
年
十
一
月
刊
）
巻
之
六
に
、

「
六
月
十
六
日
よ
り
大
雨
降
続
、
十
七
日
別
て
大
雨
。
千
住
浅
草

小
石
川
辺
出
水
、
大
川
端
柳
橋
堕
る
。
」
（
十
九
丁
ウ
）
と
い
う
と

こ
ろ
と
目
時
が
符
合
し
て
い
る
ぱ
か
り
で
な
く
、
本
書
簡
の
後
段

に
、
「
当
月
二
至
り
、
信
州
浅
間
山
焼
候
由
、
六
日
夜
よ
り
砂
土

雨
申
候
。
七
日
夜
ハ
別
而
震
響
甚
く
、
八
日
朝
六
ツ
頃
ハ
駿
雨
ノ

こ
と
く
ふ
り
申
候
。
其
よ
り
ハ
薄
く
灰
二
成
り
申
候
而
、
微
雪
の

こ
と
く
二
候
」
（
三
十
七
丁
オ
）
と
、
天
明
三
年
の
浅
問
山
大
噴

火
の
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
篁
轍
は
、
荒
川
の
涯
濫
で
居
宅
が
損
壊
し
た
の
を
機
に
、
浅
草

寺
の
子
院
吉
祥
院
の
門
前
に
売
家
を
買
い
取
り
、
天
明
三
年
六
月

下
句
、
移
居
し
た
の
で
あ
る
。
『
御
府
内
備
考
』
巻
之
十
七
、
「
浅
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（
螂
）

草
寺
地
中
吉
祥
院
門
前
」
の
項
に
、
「
一
　
右
は
天
明
三
卯
年
よ

り
丑
年
迄
、
中
年
拾
ヶ
年
季
門
前
地
に
奉
願
上
候
処
、
寺
社
御
奉

行
阿
部
備
中
守
様
御
勤
役
中
願
の
通
被
仰
付
、
夫
よ
り
年
季
明

度
々
奉
願
上
、
猶
亦
文
政
六
年
よ
り
来
る
巳
年
迄
拾
ヶ
年
季
、
水
野

左
近
将
監
様
へ
奉
願
上
願
の
通
被
仰
付
候
。
（
二
条
略
）
一
　
浅

草
寺
領
に
て
、
町
奉
行
御
支
酎
に
御
座
候
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
年
天
明
三
年
に
、
は
じ
め
て
吉
祥
院
門
前
に
門
前
町
家

の
建
設
が
認
可
さ
れ
、
以
来
門
前
地
と
し
て
、
浅
草
寺
領
で
あ
り

な
が
ら
、
町
奉
行
支
配
地
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
七
月
十

二
日
付
の
書
簡
に
「
吉
祥
院
と
申
寺
内
二
売
家
在
之
候
」
と
い
う

の
は
門
前
町
家
の
ひ
と
つ
を
買
い
取
っ
た
意
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
「
寺
内
」
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
境
内
の
意
で
は
な
く
、

地
内
す
な
わ
ち
浅
草
寺
領
の
門
前
地
の
意
と
解
さ
な
け
れ
ば
、
寺

院
の
境
内
に
町
方
相
手
の
売
家
が
存
在
し
た
と
い
う
不
自
然
な
解

釈
を
し
な
け
れ
ば
な
ち
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、

町
奉
行
支
配
と
い
う
か
ら
、
吉
祥
院
門
前
は
江
戸
の
う
ち
で
あ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
水
戸
藩
が
箆
轍
の
願
い
を
容
れ
て
江
戸
・
水
戸

構
い
を
宥
免
す
る
の
は
五
年
後
の
天
明
八
年
九
月
八
日
で
あ
る
。

篁
撤
は
以
後
五
年
、
禁
を
お
か
し
て
江
戸
に
居
住
し
た
こ
と
に
な

る
。

　
前
の
引
用
中
「
浅
草
竹
門
」
と
い
う
の
は
、
浅
草
寺
領
と
浅
草

田
町
一
丁
目
と
の
境
に
設
け
ら
れ
た
木
戸
の
こ
と
で
、
木
戸
の
前

後
の
通
り
も
竹
門
と
よ
ぱ
れ
て
い
た
。
『
御
府
内
備
考
』
巻
之
十

七
「
田
町
［
壱
丁
目
－
二
丁
目
］
付
元
田
町
裏
屋
舗
」
の
項
に
、

二
丁
目
南
之
方
浅
草
寺
地
申
境
に
有
之
候
木
戸
を
竹
門
と
唱
来

申
候
。
右
は
往
古
百
姓
共
農
道
に
て
。
竹
木
戸
に
て
有
之
候
由
。

当
時
町
方
持
之
木
戸
に
相
成
候
て
も
。
今
以
字
竹
門
と
相
唱
申
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

右
前
後
通
り
竹
門
と
唱
へ
申
候
。
L
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
吉
祥

院
門
前
地
は
そ
の
木
戸
の
内
、
西
側
で
あ
る
か
ら
、
篁
撒
は
新
居

の
所
在
を
「
浅
草
竹
門
」
と
報
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
続
け
て

篁
轍
は
、
「
や
は
り
浅
草
寺
ノ
子
院
二
て
」
と
し
て
吉
祥
院
の
こ

と
を
報
じ
て
い
る
が
、
「
や
は
り
」
と
い
う
の
は
熊
谷
宿
の
居
宅

も
東
叡
山
寛
永
寺
に
属
す
る
寺
の
門
前
地
に
あ
っ
た
こ
と
を
い
う

の
で
あ
ろ
う
か
。
気
に
な
る
表
現
で
あ
る
。
熊
谷
宿
に
は
寛
永
寺

に
属
す
る
竜
知
山
常
光
院
毘
慮
遮
那
寺
が
あ
る
が
、
篁
撤
と
の
か

か
わ
り
を
証
す
る
資
料
は
い
ま
だ
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
で
い

る
。

七
　
宋
刊
本
の
研
究
に
着
手
し
た
時
期

箆
轍
は
漢
籍
古
妙
本
・
古
刊
本
の
蒐
集
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
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い
る
が
、
い
つ
、
こ
ろ
か
ら
蒐
集
に
着
手
し
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
明

ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
『
文
峰
手
簡
』
第

一
冊
所
収
の
九
月
二
十
九
日
付
の
書
簡
に
、
「
僕
、
近
購
得
宋
刻

晋
書
。
書
様
極
闇
、
字
画
極
大
。
各
巻
末
有
音
義
。
且
、
敬
譲
玄

敦
貞
慎
等
、
字
闘
省
一
画
。
紙
色
古
雅
。
借
亡
逸
十
巻
、
見
有
百

二
十
巻
。
揖
衣
食
之
資
得
之
。
」
（
五
丁
オ
）
と
報
じ
て
い
る
と
こ

ろ
を
み
る
と
、
安
永
六
年
三
十
三
歳
以
前
か
ら
と
推
定
し
て
あ
や

ま
り
あ
る
ま
い
。
字
体
・
料
紙
の
ほ
か
、
宋
講
の
欠
筆
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
証
と
し
て
、
近
頃
購
入
し
た
と
い
う
『
晋
書
』
を

「
宋
刻
」
と
認
定
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
当
時
既
に
篁
撤

が
宋
刊
本
の
鑑
別
に
関
し
て
一
家
の
見
識
を
具
え
て
い
た
こ
と
は
・

明
ら
か
で
あ
る
し
、
小
普
請
組
に
降
格
さ
れ
、
わ
ず
か
に
三
人
扶

持
を
受
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
半
年
が
す
ぎ
た
ば
か
り
の
と
き
に
、

乏
し
い
生
活
費
を
投
じ
て
購
入
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
・
か
ら
、
当

時
、
篁
撤
が
熱
心
な
蒐
集
意
欲
に
駆
ψ
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
も

明
ら
か
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
九
月
二
十
九
日
付
の
書
簡
に
は
発
信
年
の
注
記
が
ほ
ど
こ
さ
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
既
述
の
「
安
永
六
年
」
の
注
記
が
ほ
ど
こ

さ
れ
た
二
月
十
一
日
付
の
書
簡
の
次
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

二
月
十
一
日
付
の
書
簡
同
様
、
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
以

後
の
書
簡
は
す
べ
て
和
文
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て

両
書
簡
は
比
較
的
近
接
し
た
時
期
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、

本
書
簡
に
多
紀
桂
山
に
つ
い
て
、
「
東
都
則
侍
御
医
劉
氏
之
子
、

簡
、
字
子
廉
、
為
学
精
博
、
且
善
属
文
、
亦
好
探
討
異
書
。
年
僅
、

臓
冠
。
真
後
進
之
領
袖
也
。
」
（
五
丁
ウ
）
と
報
じ
て
い
る
こ
と
、

「
東
都
則
侍
御
医
劉
氏
」
と
は
桂
山
の
父
多
紀
藍
渓
で
、
藍
渓
が

幕
府
の
奥
医
師
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
安
永
五
年
三
月
十
二
日
、
法

．
眼
に
叙
せ
ら
れ
た
の
は
同
年
十
二
月
十
六
日
で
あ
る
こ
と
、
桂
山

は
文
化
七
年
十
二
月
二
日
、
五
十
六
歳
で
他
界
し
た
か
ら
、
逆
算

す
れ
ぱ
「
冠
」
す
な
わ
ち
二
十
歳
は
安
永
三
年
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
桂
山
の
身
分
を
報
じ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
安
永
六
年
十

二
月
一
日
、
桂
山
が
将
軍
に
お
目
見
す
る
以
前
に
こ
の
書
簡
が
書

か
れ
た
ら
し
く
思
え
る
こ
と
、
安
永
六
年
は
桂
山
二
十
三
歳
で
あ

る
か
ら
、
同
書
簡
に
い
う
「
年
僅
瞼
冠
」
と
ほ
ぼ
符
合
す
る
こ
と
、

以
上
の
諸
点
を
総
合
す
れ
ぱ
、
こ
の
書
簡
も
ま
た
、
「
安
永
六
年
」

の
注
記
が
あ
る
二
月
十
一
日
付
の
書
簡
と
同
年
の
発
信
と
推
定
す

る
こ
と
が
可
能
か
と
思
わ
れ
る
。
篁
轍
は
水
戸
藩
医
員
と
し
て
勤

仕
し
て
い
た
時
期
に
、
書
誌
学
的
知
見
を
貯
え
、
古
妙
本
・
古
刊

本
の
蒐
集
に
着
手
し
て
い
た
と
推
定
し
て
あ
や
ま
り
あ
る
ま
い
と

い
う
所
以
で
あ
る
。
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な
お
、
阿
部
隆
一
氏
「
中
華
民
国
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
楊
氏
観

海
堂
善
本
解
題
」
に
よ
れ
ば
、
篁
撤
旧
蔵
の
明
・
呉
氏
西
爽
堂
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

『
晋
書
』
亘
二
十
巻
が
同
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
九

月
十
九
日
付
の
書
簡
に
い
う
「
宋
刻
晋
書
」
の
存
否
は
明
ら
か
で

な
い
。

　
宋
本
の
鑑
別
に
関
し
て
、
篁
轍
は
『
文
峰
手
簡
』
第
三
冊
所
収

の
八
月
二
十
日
付
の
書
簡
に
、
「
先
宋
本
と
申
候
て
も
、
北
宋
よ

り
南
宋
に
及
ひ
数
百
年
の
間
と
中
、
殊
二
官
刻
も
在
之
、
私
家
ノ

刻
板
、
又
ハ
各
州
郡
の
異
同
に
て
、
　
一
様
な
ら
さ
る
事
、
勿
論
の

事
に
て
御
さ
侯
間
、
幾
通
り
も
可
有
之
候
。
」
（
三
十
七
丁
ウ
）
と

断
っ
た
上
で
、
料
紙
・
字
体
・
宋
講
の
欠
筆
の
順
に
藻
蓄
を
披
歴

し
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
料
紙
の
紙
色
に
つ
い
て
、
「
宋
本
ノ
紙
、
王
鼻
州
ハ

桑
皮
紙
之
よ
し
被
申
候
一
と
も
、
是
は
い
よ
く
桑
紙
と
申
事
、

知
レ
か
た
き
事
に
て
御
さ
候
問
、
不
及
論
候
。
其
外
二
明
人
往
々

に
宋
菱
と
申
候
事
を
申
候
而
、
考
築
余
事
な
と
ハ
其
倣
染
之
方
を

載
中
候
。
是
ハ
宋
代
之
紙
、
自
然
之
古
色
に
て
、
蒼
欝
沈
煤
た
る

を
申
候
。
乍
去
人
エ
ノ
薫
染
に
あ
ら
す
、
自
然
之
古
色
に
て
候
問
、

其
様
子
自
ラ
不
可
偽
候
而
、
こ
と
に
表
ハ
ふ
る
く
候
而
も
裏
ハ
新

鮮
の
色
有
之
候
。
僕
か
所
蔵
之
晋
史
こ
と
く
く
此
説
に
合
ひ
、

濃
雲
過
煙
の
こ
と
く
、
四
百
年
前
之
古
色
疑
な
く
候
。
L
（
三
十
七

丁
ウ
）
と
論
じ
て
い
る
。
「
晋
史
」
と
い
う
の
は
、
既
述
の
九
月

二
十
九
日
付
の
書
簡
に
い
う
「
宋
刻
晋
書
」
の
こ
と
で
あ
る
。
ほ

か
に
は
宋
刊
本
の
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
八
月
二
十
目

付
の
書
簡
が
し
た
た
め
ら
れ
た
時
点
で
は
、
篁
轍
が
白
信
を
も
っ

て
「
宋
刻
」
と
鑑
定
し
た
の
は
こ
の
『
晋
書
』
一
本
の
み
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
安
永
六
年
に
、
「
宋
刻
晋
書
」
を
入
手
し
た
の

が
契
機
と
な
っ
て
、
以
来
箆
轍
は
、
本
格
的
に
中
国
の
文
献
を
渉

猟
し
、
文
献
の
記
載
を
こ
の
『
晋
書
』
に
つ
い
て
検
証
し
て
、
知

見
を
深
め
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
ま
た
、
宋
諌
の
欠
筆
に
関
し
て
は
、
「
闘
画
之
事
ハ
中
二
不
及
、

是
ハ
宋
書
に
か
き
り
申
た
る
事
に
て
御
座
候
。
す
へ
て
諌
法
ハ
唐

宋
二
代
ほ
と
厳
な
る
事
ハ
無
御
座
候
。
唐
時
の
写
録
講
を
欠
候
事
、

古
人
中
候
。
（
割
注
略
）
元
明
二
代
、
曾
而
此
事
な
く
候
。
却
而

清
朝
二
至
リ
、
康
煕
ノ
講
玄
嘩
ノ
ニ
字
、
乾
隆
ノ
講
弘
歴
ノ
ニ
字

ヲ
欠
候
な
と
相
ミ
え
申
候
。
明
朝
ニ
ハ
時
主
ノ
講
に
あ
た
り
候
字

ハ
、
州
県
等
ノ
名
ハ
改
メ
ら
れ
候
へ
共
、
書
籍
の
内
ハ
す
へ
て
見

事
な
く
、
臨
書
不
講
之
義
ヲ
用
候
事
之
み
え
候
。
（
割
注
略
）
又
、

宋
本
を
翻
刻
い
た
し
候
ヘ
ハ
、
欠
講
ノ
字
ハ
其
ま
㌧
二
て
可
有
之

候
事
と
申
人
候
へ
共
、
是
ハ
以
之
外
、
事
を
弁
ま
へ
ぬ
人
の
申
事

214



（63）　安永・天明期の吉田箆撤　一

二
而
御
さ
候
。
典
所
謂
ハ
、
元
朝
ノ
事
ハ
宋
ハ
勝
国
二
て
候
間
、

不
申
及
、
明
朝
二
至
リ
候
而
も
我
朝
ノ
帝
諌
す
ら
欠
き
不
申
二
、

前
代
ノ
講
字
ヲ
欠
候
事
ハ
、
時
の
猜
忌
二
も
わ
た
り
候
事
二
候
ヘ

ハ
、
曾
而
不
致
候
事
二
御
さ
候
。
た
と
へ
宋
書
を
其
ま
㌧
二
て
翻

刻
い
た
し
候
と
も
、
足
画
い
た
す
事
と
ミ
え
候
。
其
証
ニ
ハ
、
明

朝
各
代
ノ
印
本
二
、
正
徳
、
嘉
靖
・
万
暦
等
之
類
二
終
二
欠
謀
在

之
本
を
御
覧
被
成
ま
し
く
候
。
是
其
証
に
て
候
。
欠
画
ハ
宋
書
に

隈
り
申
候
。
L
（
三
十
九
丁
オ
）
と
論
じ
て
い
る
。
当
時
に
あ
づ
て

は
抜
群
の
見
識
と
認
め
て
よ
い
と
恩
う
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
稿

を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

　
篁
轍
は
、
宋
刊
本
の
鑑
識
に
関
し
て
蓮
蓄
を
傾
け
た
あ
と
、

「
す
へ
て
已
上
ノ
説
共
ハ
、
考
究
力
を
尽
し
置
候
。
中
々
一
朝
夕

の
事
に
あ
ら
す
。
ヶ
様
之
事
共
、
世
中
ノ
儒
者
な
と
申
も
の
に
一

ヶ
条
も
心
得
候
者
無
之
、
皆
々
独
断
に
て
古
人
を
証
に
い
た
し
骨

折
申
た
る
事
二
御
さ
候
。
」
（
四
十
丁
ウ
）
と
述
べ
、
世
問
の
儒
者

を
見
下
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
不
遜
な
発
言
と
は
言
え

な
い
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
江
戸
に
こ
れ
だ
け
の
見
識
を
具
え
て
い

る
儒
者
が
他
に
い
た
か
と
聞
か
れ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
誰
も
が
答
え

に
窮
す
る
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

七
　
校
勘
学
専
攻
を
決
意
し
た
時
期

　
篁
轍
が
校
勘
学
を
専
攻
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
の
は
天
明
四
年

四
十
歳
の
と
き
で
あ
る
。

　
前
に
引
用
し
た
八
月
二
十
日
付
の
書
簡
の
次
に
九
月
三
日
付
の

書
簡
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
八
月
二
十
日
付
の
書
簡
の
追

而
書
き
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
篁
轍
は
、
「
僕

も
当
年
四
十
二
相
成
候
間
、
経
義
を
考
究
い
た
し
可
申
相
心
懸
候
。

乍
去
、
資
用
窮
困
、
十
三
経
を
心
掛
候
へ
と
も
、
中
々
手
二
入
不

申
、
先
々
近
き
も
の
よ
り
少
々
ツ
㌧
始
可
申
と
心
か
け
候
。
経
書

之
事
ハ
春
台
程
手
二
入
候
人
ハ
無
之
候
。
左
氏
ノ
校
本
な
と
、
彼

家
ノ
本
ハ
御
摸
写
候
ハ
無
御
坐
候
哉
と
奉
存
候
。
さ
れ
ハ
中
華
ま

て
も
名
誉
を
施
さ
れ
候
。
誠
に
所
学
二
不
負
と
可
申
而
欽
慕
仕

候
。
」
（
四
十
五
丁
オ
）
と
報
じ
て
い
る
。
篁
轍
四
十
歳
は
天
明
四

年
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
九
月
三
日
付
の
書
簡
は
も
ち
ろ
ん
、
八

月
二
十
日
付
の
書
簡
も
天
明
四
年
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
九
月
三
目
付
の
書
簡
の
前
の
引
用
に
い
う
と
こ
ろ
は
、
『
叉
峰

手
簡
』
第
二
冊
所
収
の
四
月
十
五
日
付
の
書
簡
に
、
「
僕
儀
も
当

年
四
十
歳
二
相
成
候
。
万
好
相
止
メ
、
経
書
を
学
究
仕
可
申
と
相

心
掛
申
候
二
付
、
何
と
そ
十
三
経
求
得
申
度
大
望
二
御
座
候
。
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中
々
手
二
入
不
申
事
二
て
、
依
之
残
り
居
候
。
書
物
と
も
㌧
売
払

申
候
而
、
十
三
経
料
二
備
可
申
と
存
候
。
淳
化
な
と
も
望
人
在
之

次
第
売
去
可
申
心
得
二
て
御
坐
候
。
衡
嶽
志
と
申
も
の
一
部
八
巻
、

寿
永
蔵
本
二
て
在
之
候
。
原
氏
取
置
可
申
敬
。
御
問
答
可
被
下
候
。

経
書
一
種
之
学
二
相
究
申
度
事
二
御
坐
候
。
是
迄
空
費
歳
月
申
候

事
と
可
申
候
。
L
（
五
十
三
丁
）
と
報
じ
て
い
る
こ
と
の
く
り
返
し

で
あ
る
。
不
惑
を
迎
え
た
篁
轍
は
、
才
に
ま
か
せ
て
あ
れ
こ
れ
と

手
を
広
げ
て
き
た
そ
れ
ま
で
の
研
究
態
度
を
反
省
し
て
、
「
経
書

一
種
之
学
」
す
な
わ
ち
経
書
を
専
攻
す
る
決
意
を
固
め
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
『
十
三
経
註
疏
』
を
購
入
す
る
つ
も
り
で
あ
る
と
い

う
の
は
、
日
本
に
伝
わ
る
古
妙
本
を
も
っ
て
比
校
す
る
の
が
目
的

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
に
引
用
し
た
九
月
三
同
付
の
書
簡
に

太
宰
春
台
を
欽
慕
す
る
と
い
う
の
は
、
春
台
校
訂
の
『
古
文
孝
経

孔
氏
伝
』
が
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
三
十
二
、
「
孝
経
類
」

の
最
初
に
掲
出
さ
れ
た
こ
と
を
指
し
て
、
自
分
も
そ
の
よ
う
な
業

績
を
世
に
残
し
た
い
と
思
う
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
か
ら
、
篁
轍
の

い
う
「
経
書
一
種
之
学
」
は
、
正
確
に
は
、
経
蕃
の
校
勘
を
専
攻

す
る
こ
と
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
篁
轍
が
天
明
四
年
四
十
歳
の

と
き
、
校
勘
学
専
攻
を
決
意
し
た
と
考
え
る
所
以
で
あ
る
。

　
既
述
の
八
月
二
十
日
付
の
書
簡
に
、
翠
軒
に
答
え
て
、
篁
轍
は
、

「
法
帖
具
眼
之
尊
論
御
尤
二
奉
存
候
。
僕
も
先
年
ハ
す
へ
て
帖
論

二
よ
ら
す
、
好
て
臆
決
い
た
し
候
へ
と
も
、
近
年
其
流
に
あ
き
申

候
間
、
何
事
も
く
証
据
を
取
候
事
を
近
年
こ
の
、
・
、
程
。
是
も

又
変
し
可
申
候
哉
。
先
当
時
ハ
其
流
に
て
御
坐
候
故
、
少
々
見
候

所
在
之
侯
て
も
、
夫
を
打
ち
や
め
、
古
証
を
求
申
候
様
二
心
懸
候
。

是
ハ
す
へ
て
他
の
経
史
を
よ
ミ
候
も
此
心
懸
二
て
候
。
是
ハ
先
年

胡
淑
丸
呑
の
事
の
ミ
に
懲
申
候
間
、
吹
齋
之
類
に
て
御
坐
候
。
御

一
咲
可
被
下
候
。
」
（
三
十
六
丁
ウ
）
と
報
じ
て
い
る
。
具
体
的
な

こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
過
去
の
自
分
の
流
儀
は
「
臆
決
」
で
あ

っ
た
と
い
い
、
「
胡
淑
丸
呑
」
で
あ
っ
た
と
い
い
、
近
年
は
何
事

も
証
拠
を
と
り
そ
ろ
え
て
考
究
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
と
い

う
の
で
あ
る
か
ら
、
琴
台
ら
の
い
う
、
「
考
拠
学
」
の
提
唱
は
、

や
は
り
、
こ
の
前
後
か
ら
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
1
）

　
記
」

（
2
）

　
－
」

（
3
）

　
で
L

（
4
）

梅
谷
文
夫
「
渋
江
抽
斎
・
吉
田
箆
轍
・
岡
本
況
斎
に
関
す
る
雑

（
『
言
語
文
化
』
第
二
十
九
巻
、
一
九
九
二
年
二
月
）

弥
吉
光
長
「
篁
轍
手
簡
1
そ
の
考
証
学
へ
の
傾
倒
に
つ
い
て

（
『
ビ
ブ
リ
ア
』
八
十
三
号
、
一
九
八
四
年
十
月
）

弥
吉
前
掲
論
文
に
は
「
天
明
初
年
か
ら
天
明
五
年
に
い
た
る
ま

（
二
頁
）
と
し
て
い
る
が
、
正
し
く
は
本
文
の
通
り
で
あ
る
。

『
文
峰
手
簡
』
の
諸
本
は
、
い
ず
れ
も
、
た
と
え
ぱ
書
簡
一
通

4！4
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ご
と
に
番
号
を
付
し
て
杳
写
す
る
と
か
、
一
通
を
杳
写
し
た
ら
空
行

　
を
お
い
て
次
の
醤
簡
を
挫
写
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
各
審
簡
の
区
切

　
り
を
明
ら
か
に
す
る
工
夫
が
全
く
ほ
ど
こ
さ
れ
ず
、
い
わ
ゆ
る
べ
た

　
に
書
写
し
て
い
る
の
で
、
追
而
書
き
の
あ
る
書
簡
の
場
合
、
追
而
書

　
き
の
末
尾
に
も
目
付
ま
た
は
署
名
・
宛
名
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が

　
あ
り
、
追
而
審
き
で
あ
る
の
か
否
か
、
畜
い
か
え
れ
ぱ
、
一
通
と
数

　
え
る
べ
き
か
、
二
通
と
数
え
る
べ
き
か
、
判
断
に
苦
し
む
事
例
が
い

　
く
つ
か
生
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
便
宜
上
、
明

　
ら
か
に
追
而
書
き
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
末
尾
に
日
付

　
ま
た
は
日
付
・
薯
名
・
宛
名
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
す
べ
て
機
械

　
的
に
一
通
と
数
え
る
こ
と
に
し
て
、
集
計
し
た
の
が
本
文
に
い
う
六

　
十
五
通
で
あ
る
。

（
5
）
　
『
随
筆
百
花
苑
』
第
三
巻
（
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
五
年
）

　
所
収
。
二
二
一
頁
。

（
6
）
　
梅
谷
前
掲
論
文
一
七
頁
。

（
7
）
　
『
文
峰
手
簡
』
第
一
冊
所
収
の
十
五
日
付
の
響
簡
に
、
「
友
人
多

　
紀
子
廉
、
毎
過
予
斎
頭
、
観
与
兄
往
来
沓
大
笑
、
謂
予
目
、
幾
将
成

　
一
甚
坦
手
簡
突
。
予
、
於
是
尽
収
綴
兄
響
而
蔵
之
。
他
日
付
之
好
蔀

　
者
成
巻
秩
。
是
両
家
一
好
故
事
也
L
（
四
十
一
丁
オ
）
と
報
じ
て
い

　
る
が
、
存
否
は
不
明
で
あ
る
。

（
8
）
　
弥
吉
前
掲
論
文
四
頁
。

（
9
）
　
梅
谷
前
掲
論
文
一
七
頁
。

（
1
0
）
　
『
随
筆
百
花
苑
』
第
三
巻
所
収
。
二
七
〇
頁

（
1
1
）
　
『
泰
平
年
表
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
平
成
元
年
八
月
）
一
四

　
一
頁
。

（
〃
）
　
『
御
府
内
備
考
』
第
一
巻
（
雄
川
閣
、
昭
和
四
年
四
月
）
三
七

　
三
頁
。

（
1
3
）
　
同
右
三
四
五
頁
竈

（
1
4
）
　
『
増
訂
中
国
訪
書
志
』
（
汲
古
書
院
、
昭
和
五
十
八
年
三
月
）
所

　
収
。
七
一
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
助
教
授
）
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